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Abstract
The research question of this study is how preschool teachers recognize the sound 
environment of their classrooms. A questionnaire survey was compleated, answers were 
categorized, and free descriptions were analyzed by quantitative text analysis. The results 
show that there are many challenging issues regarding the sound environment of the 
classrooms and that teachers make efforts to control of the volume of voices and set up a 
good layout of the room to give children a relax atmosphere. Through the analysis of free 
descriptions of classroom teachers, head teachers, and ECERS assessors, it was found that 
they commonly recognize that the relationship of children, education and care, and voice is 
important. However there are differences in their opinions, dependeding on their positions.
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抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数
子ども 58 友だち 7 園 3
保育 38 活動 6 音楽 3
自分 17 気持ち 6 過ごせる 3
声 15 言葉 6 関わる 3
楽しい 14 認める 6 寄り添う 3
思う 11 気 5 好き 3
大切 10 話 5 姿 3
遊び 10 クラス 4 時期 3
育てる 9 音 4 自ら 3
考える 9 楽しむ 4 自己 3
子 9 肯定 4 自身 3
思い 9 出せる 4 主体性 3
保育者 9 多い 4 心がける 3
一人ひとり 8 大人 4 接する 3
環境 8 遊ぶ 4 前 3
出す 8 落ち着く 4 伝える 3
感じる 7 意欲 3 明日 3
主体 7 一緒 3 力 3
生活 7 運動会 3
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れ、子どもが自分で考えて行動ができるよ
うになることを目指して保育に取り組んで
いる様子が推察できる。
②　Ｂグループでは、「思う」「気持ち」「自己」
「自身」「楽しむ」「寄り添う」などの８語
の語の関連性が示されているため《子ども
への配慮》を読み取ることができる。「思う」
「気持ち」「自己」「自身」「楽しむ」「寄り
添う」の共起された語では、『子ども一人
ひとりの気持ちに寄り添ったり、子どもた
ちの良いところや得意なところを認め、自
己肯定感を育むことができるような』や『子
どもの気持ちに寄り添いながら楽しく笑顔
あふれる保育』の記述が確認された。「言葉」
と「心がける」の共起された語では、『リラッ
クスして保育所生活を送るようにやさしい
言葉がけや、子どもの目線に合わせて接す
ることを心がけています』という記述や『で
きるだけ肯定的な言葉で話すように心がけ
る』の記述がみられ、子どもの気持ちに寄
り添い、保育を行っていく保育者の子ども
への配慮が示唆された。
③　Ｃグループでは、「声」「多い」「出す」「環
境」「音」「活動」など７語の語の関連性が
示されているため《保育活動と音の関わり》
を読み取ることができる。「環境」と「音」
の語の共起では、『音の環境は、落ち着き、
集中、リラックスにも繋がるので、隣のク
ラスとの活動の時間差など』という記述が
みられ、保育を行ううえで隣のクラスの活
動に注目することや音環境について子ども
の落ち着きやリラックスにも繋がることを
認識していることがわかった。「声」と「多
い」の共起された語については、『一人担
任のため、声を出すことが多いと思う』と
いう記述がみられ、担任として、声を多く
出していることの認識を持っていることが
考えられる。また、「声」についての記述
では、『年度はじめ４月５月。喉が痛くなり、
声がかすれる』や『週末に声が枯れること
がある』および『ダンスの練習などで、遠
なり語数322語が抽出された。これらのうち、
出現回数が３以上の頻出語と出現回数を表３に
示す。総抽出語数の中で多く出現している語に
ついて出現回数の順に並べたものである。「子
ども」が58回と最も多く出現しており、次いで
「保育」が38回、「自分」が17回、「声」が15回
の出現回数であった。
4．4　共起ネットワークの分析
ａ．全体像
　どのような語と語の結びつきが強いかについ
て、図１のように共起ネットワーク図に示した。
共起ネットワーク図では、出現頻度が多い語ほ
ど大きい円で、強い共起関係ほど太い線で描画
される。線の数値は、類似性測度を示す
Jaccard 係数であり、０から１までの値をとり、
１に近づくほど関連が強いことを示す。以下に
示す、Ａ～Ｆの６つのグループに分類された。
①　Ａグループでは、最も出現頻度の多い語で
ある「子ども」を含み中心から下に布置さ
れ、「子ども」「保育」「楽しい」「感じる」
「子」「保育者」「話」「伝える」「思い」な
どの15語の関連性が示されているため《保
育観》を読み取ることができる。「自分」
は「思い」、「子ども」、「考える」、「育てる」
と最も数多く４つの語と共起していること
がわかった。記述を確認すると『先生に言
われて○○するのではなく、子どもたちが
自ら気づき、それを友だちに伝えることの
できるクラス作り』という記述があり、子
どもたちが自ら気づくことや友だちに伝え
ていくことのできるクラス作りを保育者が
大切にしていることがわかる。また、「自分」
「考える」「育てる」の共起された語では、『大
声で指示を出さなくても自分なりに考えて
行動できる子を育てたい』や『友だちのこ
とを認め受け入れられることや、子どもが
“やってみたい”と自分で考えたりしなが
ら取り組んでいけるように日々の保育を考
えたいと思っています』などの記述がみら
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ができる。「音楽」と「気」の共起された
語については、これは楽曲をかけて音を発
生させて保育を行うことに必要性があるか、
子どもに影響しているかなど、音楽がもつ
意味や意義を意識していることがうかがえ
る。別の観点からは『近隣がマンションの
ため、園庭で音楽をかけるときは音量を気
にしている』の記述が確認でき、運動会や
園庭における遊びでの園から発生する音の
音量に関して近隣に配慮していることが推
察できる。
⑤　Ｅグループでは、「主体性」「意欲」「関わる」
「自ら」「力」など８語の語の関連性が示
されているため《保育教諭の思い》を読み
くの子まで聞こえるようにと大きな声を出
すことが続くと声が出にくくなることがあ
ります』の記述があり、保育場面で声を出
すことが身体への悪影響となることが確認
され、大きな声を出さないような保育方法
の工夫の必要性が明らかになった。一方、『そ
の場の状況に合う声（大きい声、ささやく
声等）は気を付けています』の記述から、
保育の場において、その場の状況に応じて
効果的な声の出し方を意識していることが
うかがえた。
④　Ｄグループでは、「時期」「運動会」「音楽」
「園」などの７語の語の関連性が示されて
いるため《音楽への意識》を読み取ること
図１　共起ネットワーク図
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通の語を含めると最も多くの語との共起が布置
された。自由記述では『子どもたちの意見や思
いを遊びや生活の中で取り入れていきたい』、『子
どもたちが主体となって、生活、活動、遊びに
関わっていけるような保育・環境』が確認でき、
クラスの担任としてクラス運営に重きを置いて、
保育の音環境を意識していると考えられる。
　外部変数の「施設長・主任等」からは、「子」、
「運動会」、「主体性」、「園」、「明日」、「大人」
などの連結された語群をみると、施設長・主任
等という立場から、園の運営や園の理想及び保
育者像を意識していることが推察される。自由
記述では『子どもの主体性を育てる保育』『子
どもたち同士や大人と子ども、また保護者など
とつながる保育』が確認できた。
　外部変数の「調査員」からは、「音」、「活動」、
「意欲」、「クラス」、「寄り添う」、「関わる」、「接
する」などの語と共起が確認できた。自由記述
では、『子どもたちがありのままの姿を出し、
楽しく安定した環境の中で落ち着いて過ごせる
保育』『子どもが自ら考え行動する力、意欲的
で自分に自信をもてるように関わり、常に子ど
もの心の変化や心情に気付ける』がみられ、調
査員の立場からクラスの活動の全体をみて、意
欲や関わり方、接する様子、そこで発生する音
について意識していることが考えられる。
　外部変数の「クラス担任」と「施設長・主任
等」では、「楽しい」、「一人ひとり」、「大切」、「感
じる」、「出す」、「遊び」の語に共通の共起が布
置された。自由記述では『子どもたちが楽しく
過ごし、一人ひとりが自分の思いを出せる保育』
『子どもたちがのびのびと過ごせるよう主体性
を大切にする』という記述がみられ、両者が子
どもの自己表出に注目していることが見られた。
　外部変数の「クラス担任」と「調査員」では、
「環境」、「考える」、「自分」、「主体」の語に共
通の共起がみられた。自由記述では、『教師主
導型ではなく、子どもたちが自分で考えたり工
夫したり協力したりしながら活動できる保育』
『子どもたち主体。自分たちで考え、遊びこん
でいく、発想や発見を大切にする保育』『音環
取ることができる。「主体性」「意欲」「関
わる」「自ら」「力」の共起された語では、『子
どもが主体となる保育』や『子どもたちの
良いところや得意なところを認め、自己肯
定感を育むことができるような保育をした
いと思っています。』の記述がみられ、保
育者としての子どもへ接するための保育観
がうかがえた。
⑥　Ｆグループでは、「遊び」「一緒」「好き」
の語の関連性が示されているため《遊び方》
を読み取ることができる。「遊び」「一緒」
「好き」の共起された語では、『好きな遊
びの時間には、子どもたちと一緒に遊んで
楽しさを共有する』や『子どもが落ち着い
て、自分の好きな遊びが楽しめる』という
記述がみられ、保育者として子どもと一緒
に楽しく遊んでそのことを共有していくこ
との大切さや子どもが自分の好きな遊びが
楽しめるように落ち着いた環境を提供でき
ることを重視する認識があることが推察で
きた。
ｂ．属性別
　外部変数として「クラス担任」「施設長・主
任等」「調査員」の属性を用いた共起ネットワー
ク図を図２に示す。
　外部変数の「クラス担任」「施設長・主任等」
「調査員」の３つからは、「子ども」、「保育」、「声」
について共通の共起が確認できた。自由記述を
みると『子ども一人ひとりに合わせた声掛けや
保育ができるように気をつけている』、『一人ひ
とりを大切にする保育。主体的な保育。言葉を
丁寧に手渡す保育』などが確認でき、「クラス
担任」「施設長・主任等」「調査員」ともに回答
者は保育者であり、音環境において、保育をす
るときの子どもに対する声のかけ方、声の出し
方などを意識していることが示唆された。
　外部変数の「クラス担任」からは、「生活」、「育
てる」、「友だち」、「言葉」、「認める」、「話」、「思
い」などの語と共起がみられ、他の２つの外部
変数の「施設長・主任等」と「調査員」との共
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　室内における保育活動が必然的に生み出す音
についてはどうであろうか。子どもの「元気さ」
「楽しさ」は「うるささ」という不快感と並行
しており、そのことに対して「子どもの主体性」
という保育の中で大切にされている音の観点か
ら保育活動における音の発生をコントロールす
る必要性を感じたり、保育者自身が声量を意識
していることがうかがわれた。
　このように、保育と音のつながりが認識され
ていることが明らかになった。今後の課題は、
音について保育の質、保育者の発声や発話も含
め具体的な保育活動のあり方を探究していくこ
とであろう。
境に関わる面では自分の思いを伝えるだけでは
なく友だちや保育教諭の話も大切に聞ける子』
という記述が確認でき、「クラス担任」と「調
査員」は、友だちや保育者の話も大切に聞くこ
とができる保育をしていきたいという、保育場
面での相互関係への注目が見られる。
５　おわりに
　調査対象園では、建物の外からの騒音の影響
はほとんどなく、自園内での音の発生について
考察の対象とすることができた。保育という営
みがもたらす音の発生が保育環境に与える影響
は一つの課題と認識されていることが示された。
図２　属性別の共起ネットワーク図
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